


バイオセキュリティの目的 
 

病気の 

侵入防止 

内外環境 

の整備 

疾病拡大
防止 

まずは農場に疾病を入れないこと！ 
そして入ってしまったら農場内での感染を 
最小限に抑えることがバイオセキュリティの
大きな目的と言えます。 
また、農場の内外の環境を整えることで 
疾病の侵入や排出を抑えるとともに、 
作業効率の上昇や従業員の意識統一等も 
バイオセキュリティの目的の一つです。 



バイオセキュリティの意味 

伝染病の侵入
や蔓延防止 

人や環境のた
めの公衆衛生 

・法定伝染病 
口蹄疫、豚コレラ、アフリカ豚コレラ等 
 

・届出伝染病 
オーエスキー病、PRRS、PED、TGE、豚
丹毒、豚赤痢、萎縮性鼻炎、サルモネラ
等 
 

・その他 
App、グレーサー病等 
 

・人獣共通感染症 
インフルエンザ、ウエストナイルウイルス、 
ニパウイルス、サルモネラ、豚丹毒等 
 
・環境 
悪臭、異臭等 
 
・その他 
薬剤汚染等 



疾病発症：外部侵入と内部増幅 
外部侵入：人や豚の移動、車両や野鳥、猫など外から疾病が侵入してしまい、 
         比較的わかりやすく症状が出ます。 
 

内部増幅：常在菌や常在しやすい菌、ウイルス、寄生虫等が様々なきっかけで 
        発症してしまいます。いっきに被害が見えない分対応が遅れることが 
        あります。 
         

細菌・ウイルス 
・大腸菌 
・黄色ブドウ球菌 
・連鎖球菌 
・パスツレラ 
・グレーサー 
・サルモネラ 
・ローソニア 
・PRRS（弱毒株の低感染の場合） 
・豚丹毒 
・サーコウイルス 
・コリネ 等 

内部増幅してしまう可能性のあるもの 

内部、外部寄生虫 
・コクシジウム 
・回虫 
・便虫 
・大腸バランチジウム 
・疥癬ダニ 
・シラミ 等 

その他 
・カビ 
・ネズミ 等 



生産現場で行うポイント 
注意点 

1.病原体がすでに存在していることを想定して対応しよう！ 
 

2.従業員のバイオセキュリティに対する意識の統一！ 
 

3.無理せずできることからコツコツと！ 
 

4.「出来ているはず」「やっているはず」「たぶん大丈夫」はNG!! 

実行状況の随時確認！継続管理！   
 



生産現場で行うポイント 
順不同に記載 

1.清浄区域と非清浄区域の区分 
  →許可なく農場内に立ち入ることを防止 
Point 農場入口に看板やロープを設置 
 

2.車両関係 
①農場から離れた場所あるいは農場の非清浄区域に車両消毒ポイントを設置 
 
②清浄区域外への搬出、受け渡し、一時搬入 
 外部車両と農場内で使用する車両の直接接触を防ぐ立地条件 
 
※対象となる車両例 
 ・家畜運搬車（出荷、導入豚、斃獣運搬車等） 
 ・飼料運搬車（バラ車、紙袋、食品残渣 等） 
 ・糞尿運搬車 
 Point 

 ・その他（工事・修理車両、営業車、宅配便、ガス運搬、燃料運搬、電気・ガス点検） 

その他の車両は特に
見落としがちなポイント

です！ 



④車両洗浄・消毒 
Point  
 車の外装はもちろん 
 運転席、助手席のフロアマットや 
 足回りのペダル類ハンドル、ドア等の掃除や消毒も 
 お忘れなく!! 
   
⑤車両ごとに専用の衣服や長靴、ゴム手袋、紙帽子の準備 
 
⑥使用消毒薬の交換頻度や種類、希釈倍率などは明確に記録・管理する。 
 
⑦入場、出場口の地面への消石灰の散布 
 →最低５m～６m散布 
※消石灰使用時には踏込消毒槽などの消毒薬選択に気を付ける必要があります。 
 消石灰は強アルカリのため、踏込消毒槽などは 
 逆性石けんやグルタアルデヒド系、ヨード系を選択してください。 
 
 
 ５～６m散布するとタイヤが一周

するから効果的!! 



３.ヒューマン管理 
１）器具機材・資材・薬品・紙袋飼料などの購入ルール 
 ①購入元へ２重包装を依頼し、外部包装は農場外で外し、焼却処分 
 ③資材や薬剤は購入時の一時保管場所を設定し、燻蒸消毒を実施 
※難しい場合は、搬入場所を１か所に固定し管理の簡易化を！ 
 
２）工事・修理関係者の器具機材・工具搬入ルール 
 ①必要な工具を農場内に用意しておく、もしくは前日に搬入してもらう 
 ②搬入後 燻蒸消毒を実施し、農場内に持ち込む 
 
 
 
３）外来者対応 
 ①外来者用の駐車場を設置する 
 ②外来者の訪問記をつける 
 ③紫外線パスボックスの設置と場内持ち込み物の制限 
 ④出入口に消毒マット・小型消毒噴霧器・手指消毒薬を設置 
 ⑦シャワーイン・シャワーアウト実施 
 ⑧農場内専用衣類、長靴、ゴム手袋、帽子などの準備と交換 
 ⑨立ち入り制限時間の設定（ダウンタイムルール等） 

業者や関係者とコミュニケーションを
とることで外来からの疾病持込みの
リスク減少にもつながります！ 



４）従業員対応 
 ①出社前や朝礼時に健康チェックを行う 
 ②シャワーイン・シャワーアウトの実施 
 ③作業区分け・順序の設定と消毒責任者を設定 
 ④他農場などが集まる勉強会やと畜場見学などはルールを決めて参加する 
 ⑤従業員のバイオセキュリティに対する意識統一と知識獲得のための勉強会実施 
  

消毒薬交換は時間を決めて当番制にすると忘れにくく
て清潔な状態を保てます♪ 
従業員同士のコミュニケーションは 
意識統一と知識獲得に効果的！ 
積極的にコミュニケーション取っていきましょう！ 

４.導入豚・精液関係 
①導入豚の検疫または導入隔離豚舎の設置 
 →３週以上隔離し、その間に検査や導入時ワクチン接種等を実施 
②信頼関係のある農場から導入 
 →導入・購入元には管理プログラムや品質保証書を提示してもらう。 
③購入精液は２重包装してもらい、ボトルの回りを消毒する。 
 



整理 

整頓 

清掃 洗潔 

躾 

消毒
管理 

洗浄 

消毒 

乾燥 

空舎 

５Ｓ  
管理 

５Ｓ管理は農場内や事務所を清潔に保
つことで安全でスムーズな仕事環境を
作ることが狙いです。 
※清潔は洗浄・消毒と言い換えてもい
いかもしれません。 
 

豚舎の消毒管理はしっかりと洗浄をしてか
ら消毒を行うことで消毒効果は高まり、 
乾燥と空舎期間を設けることで 
バイオセキュリティの効果が高まります。 
 

消毒は豚舎だけのこと
ではありません 

豚体消毒や空間消毒、
器具消毒も重要です！ 



様々な動線（豚・人・物） 

事務所管理棟 
（清浄側区域） 

分娩豚舎 離乳子豚舎 

種豚舎・雄豚舎 

育成子豚舎 肥育豚舎 
糞尿処理施設 
斃獣管理施設 

事務所管理棟 
（農場側区域） 

シャワーイン 

シャワーアウト 

農場外へ 

動線を守っていても、 
衣服の交換がお座なりになっていたり、 
どの区域にいる人も 
同じ休憩所で休憩していたりすると 
意味がなくなってしまうこともあります。 
農場内でルールを決めていきましょう。 



豚管理ルール 
ワクチン接種や去勢、断尾 等 
最良は１頭１針or１頭１器具ですが 
哺乳子豚や肉豚管理下で 
実施が難しい場合 

１腹１針（器具）や１豚房１針（器具）がお
勧めです。 
また、分娩舎の豚房内などは長靴を履き替
えることも重要！ 
１腹１針（器具） 

１豚房１針（器具） 

１腹１針（器具）や１豚房１針（器具） 
の場合１頭ごとによく絞ったアル
コール綿花で拭くと衛生度アップ！ 
（生ワクチンは菌やウイルスが死ん
でしまうため使わない方がいい） 



長靴消毒有効策 
 

①外用長靴と内用長靴の別設置 
 豚舎ごとに長靴を履き替え、１日の作業が終わった後 
 洗浄し、消毒薬に漬けて次の日使用します。 
 
②２段式消毒法 
 第一消毒槽で汚れを落とし、第二消毒槽で消毒を効果的に行う方法です。 

逆性石けんor水 
（人工芝入り） 

消毒薬 
粉状の石灰も 
効果的 

進行方向 

豚舎外側 

豚舎内側 



飼料・飲水 
①カビ・カビ毒の汚染や薬剤残留の危険のない新鮮な飼料を購入する 
②購入履歴、添加資材履歴を記録しておく 
③水質検査を実施し、水源の汚染がないか確認 
 

おが屑・もみ殻 
①購入元に事前保管場所の状態や事前に取引した農場の確認 
②使用前に農場外で燻蒸消毒を実施 
 →使用敷材に消石灰を約５％混合するのも有効 
 

害虫・害獣関係 
①外周の器具機材の整理、草刈や排水整備実施 
  で虫の発生や野生動物の隠れ家を排除する 
②防鳥ネットや罠、毒餌による害虫・害獣排除 
 

生石灰は火事
の原因になるの
で使用不可！ 

ネズミ対策では天かすや粉ミルクへの 
毒混入が食いつきがいい！！ 



糞尿処理 
①豚、人、車両の移動ルートを清潔に保つこと 
②リターン水はガスやハエ、小バエの発生原因になることがあるため利用注意 
③リターン水使用の場合、濾過網の定期的な清掃と消毒が必要 
 

リターン水とは 
浄化槽処理後の汚水の一部をスクレーパー部分
の洗浄用としてやピット槽へ戻して保温に使用した
りと水の使用量削減のために使用する水のこと 

燻蒸に効果的な薬剤 
・ホルマリン 
・安定化二酸化塩素製剤 等 

器具 器材  
 ・ホットプレート 
 ・密閉できる倉庫や箱 等 
             

燻蒸方法と注意点 



方法 
①密閉できる消毒庫に 
   消毒したい対象物を収納し、 
   ホットプレートと薬液を 
  準備します。 

消毒庫 

消毒対象物 
ホットプレート 

②消毒庫を密閉し、燻蒸します。 

③燻蒸が終わったら密閉したまま最低30分以上放置します。 

④よく換気したのち、対象物を取り出します。 

消毒面積を増やすため
できるだけ平積みにす
ることをお勧めします。 
 

Point! 

コンセントもしくは
100Vの電源が必要 

注意        
火事の原因になりますので
燻蒸後ホットプレートは 
速やかに電源オフして下さい。 
タイマーを設置もしくはガス
マスクを装着し、電源を切っ
てください 



ウイルスA ウイルスB 一般細菌 真菌(糸状菌) 細菌芽胞 コクシジウム その他

畜舎、堆肥

ホルマリン ○ ○ ◎ ○ △ ☓ - 燻蒸利用

- 器具・器材、畜体、手指

消石灰 ○ - ◎ ○ - - -

○ ウジ 畜舎、設備、踏込槽

アルコール ◎ ☓ ◎ ○ ☓ ☓

オルソ剤 ○ ☓ ◎ ○ ☓

畜舎、器具・器材、外傷部位

アルデヒド製剤 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ - - 畜舎、およびその設備、器具・機材

- 畜舎、器具・器材

ヨード剤 ○ ○ ◎ ○ ○ ☓ -

☓ - 畜舎、踏込槽、畜体

塩素系 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ☓

両性石けん製剤 ○ ☓ ◎ △ ☓

◎ △ ☓ ☓ -
畜舎およびその設備、畜体、器具・機材、外傷・

手術部位

殺菌スペクトル
消毒対象

逆性石けん製剤 ○ ☓

消毒薬 対象、効果 

ウイルスAはエンベロープ有(PED、TGE、インフルエンザ、豚コレラ、AD、PRRS、日本脳炎 等) 
ウイルスBはエンベロープ無(口蹄疫、パルボウイルス、PCV2 等) 


